




The Raman, IR and NMR of Ethanechalcogenols
Keinosuke HAMADA and Hirofumi MORISHITA
Fac-ulty of Education, Nagasaki University, Nagasaki 852
65
Abstract
One would expect C2H5-X-H to belong to point group Cs, if C2H5-X-H has the
highest symmetry. The number, species and activity of the fundamentals of C2H5-X-H
on the assumption of the Cs structure is 13A′(R, p; IR)+8A"(R; IR). However the
obtained spectra of C2H5-X-H can never be explained on the basis of Cs selection rules,
but can be assigned on the basis of C3v symmetry, in which CH2 group rotates freely with
respect to the three H atoms of CH3 group. The irreducible representions of C3v
symmetry for CH3-Y-X-H (Y=CH2) is 5A1(R, p; IR) + 5E(R; IR). In addition to
these, a few fundamentals should appear due to CH2 group. The non-rigid structure
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Fig． 2　100MHz　proton　NMR　Spectra　of　C2H5－X－H（X＝O，S，Se，Te）
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を測定した。赤外スペクトルは，すべて気体試料をShimadzu　IR－450型分光器（光学物質
KRS－5）を用いて測定した。NMRはJEOL　JNM　PS－100型分光器で測定した。
結果および考察
　図1はC2H5－X－Hのラマソおよび赤外スペクトルを示す。先にC2H：5－X－H，C2H51，CH3－
X－H（X＝0，S）およびCH31の振動スペクトルを比較検討したが3），C2H5－X－H（X＝0，S）の
スペクトルは，CH31やC2H51のものに酷似しており，CH2を一つの回転体と考えた構造
（～03，）を考えることにより説明できたが，C2H5Se：HおよびC2H5TeHも同様にしてnon－
rigidなc3。と考えられる＊1）。
　図2はC2H5－X－H（X＝0，S，Se，Te）のプロソトのNMRスペクトルである。C2H50Hに
ついては低磁場側から，それぞれ0：H，CH2およびCH3基のシグナルであることは明白であ
る。そしてCH2のquartet，CH3のtripletの分裂間隔が等しいことは，CH3基のプロトン
がCH2基のプ・ソトに対して等価であり，またCH2基のプPトソがCH3基のプ・トンに対
して等価であることを示している。この事実はCH2基がCH3基に対して，またCH3基が
CH2基に対して自由に回転している場合にのみ可能である。すなわちC－C－0－Hが直線であ
るnon－rigid　C3。構造であることの，強力な支持である4）。
　CH3SHにおいてはS　H基のHのシグナルが高磁場側に移動して，CH3基のHのシグナルと
重なっている。そしてCH2基のプロトソは，CH3基およびSH：基のプロトソとカップリング
していることが見られる。C2H5SeH，C2H5TeHとなるに・したがって，XH基のプロトンのシ
グナルは更に高磁場側に移動するとともに，XH基のプロトソとCH2基のプロトンとのカップ
リソグが生じていることは，C2R5SHの場合より更にはっきりしている。
　本研究に使用したレーザ・ラマソ分光器は，文部省科学研究費補助金により購入したもので
ある。また：NMRは本学薬学部のスペクト・メーターにより測定した。　関係当局に厚く感謝
するものである。
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